
8 　データモデル

11-159　 リヨン・サミット経済コミュニケ
（仮訳）（抄）  
1996（平成 8）年 6月28日　リヨン

〔 1．～17．略〕
Ⅱ ．貿易及び投資の強力で互恵的な拡大の促進
〔18．～24．略〕
25．　貿易の自由な流れに資するために、
我々は、我々の間で税関手続を一層標準化
し簡素化するための努力を開始する。文書
の画一化と電子的手段による送信の基準が
できれば、企業と政府にとって経費は削減
され、貿易と開発への障壁が除去されるこ
とによりWTOにおける努力が補完され、
もって成長が促進されることとなろう。

〔26．～55．略〕
（出所 ）外務省ウェブ・ページ「リヨンサ

ミット」、「経済コミュニケ（全文仮
訳）」より抜粋｡

11-160　 デンバー・サミット 7カ国声明（仮
訳）（抄）  
1997（平成 9）年 6月21日　デンバー

〔 1．～29．略〕
成長するグローバルな貿易及び投資への支持
〔30．～33．略〕
34．リヨンにおいて、我々は、税関手続の標
準化と簡素化への取組みを開始した。我々
は、税関業務の専門家に対し、その作業を
次の 1年間で完了し、我々の次回会合の前
に報告を行うよう求める。その報告は、税
関及び関連する行政機関がその任務を遂行
するに当たり必要なデータの標準化及びそ
れを電子的に報告する形式の標準化の双方
に関する取組みと、税関業務の効果的遂行
を阻害しない範囲での提出要求データの最
小限化に関する取組みを内容とする。

〔35．～38．略〕
（出所 ）外務省ウェブ・ページ「デンヴァー

サミットインフォメーション」、「デン

ヴァー・サミット 7カ国声明」より抜粋。

11-161　 バーミンガム・サミット  
7 カ国蔵相結論文書（仮訳）（抄）  
1998（平成10）年 5月 8日　ロンドン

税関手続
19．リヨンにおいて、我々は、税関手続の標
準化と簡素化への取り組みを開始した。
我々はデンバー・サミット以降行われてき
た輸出入手続に使用されるデータの調和及
び簡素化作業を歓迎し、税関業務の専門家
に対し、年末までに税関業務の遂行を阻害
しない範囲で当該データを削減し、最小限
化するよう求める。我々は税関業務の専門
家に対し、電子的な税関申告の標準化及び
輸出入に関連して他の関連省庁で要求され
るデータについても検討することを含む作
業を完成することを求める。我々 7カ国は、
互いの経験を踏まえ、可能ならば2000年の
サミットまでに、合意された輸出入申告
データを使用する我々 7カ国を含むプロト
タイプ又はその他の税関手続を確立するよ
うあらゆる手段を講じる。

20．我々はまた、法執行当局と国際運送団体
との間の協力を強化するために、関税協力
理事会（WCO）の麻薬流入阻止のための
税関と貿易業界との協定に関するプログラ
ムについてなされた大きな進展を歓迎する。
我々はこの作業が更に進展することを期待
する。

〔高齢化　21．略〕
（出所 ）国立国会図書館ウェブ・アーカイ

ブ・ページ（財務省ウェブ・ページか
らリンク。）「バーミンガムサミット」、
「G7蔵相会合結論文書（1998.5.8ロンド
ン）」より抜粋。
http://www.mof.go.jp/international_
policy/convention/summit/cy1998/
ko005.htm
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